
大型魚礁設置適地調査

担当者 山形

I 目的

三!緩村沖に設置する大型魚機の効果を高めるため，その設置適地を調査した。

E 調資の方法

1.漁業状況 聴取調査

(1) 主要漁場

(2) 漁期および主要魚種，漁獲量

(3) 漁船および漁船漁業

2 気象条件

3. 海象条件

(1) 海，潮流

(2) 海況

4. 底質調奇

低 調査結果

1. 漁業状況

(1) 主要漁場

資料引用

糖、取および実地調奇(6月9~ 1 0日)

実地調査(6 月 9~1 日日)

との近海における主要漁場はほ九つぎの 3漁場である。

ア二口漁場

実

竜飛崎灯台より ENE6湿附近を中心とする水深 102-135メートノレの底質燥および

員殺の浸った砂で，平坦で広大な場所。ヒラメ・アプラフノザメ'プリが釣獲きれる。

イ 大泊沖漁場

今思i知江大泊沖の水深 45 -8  5メートノレの場所で9 底質はi幾および貝殻の混った砂で，平

坦な場所。

ヒラメ・スズキ・ブリ・マスが約獲される。

ク 浜i溺沖漁場

三厩村浜必沖の水深6日メートノレ内外の底質が岩盤でところどころに砂地のあるところ。

イνナギ・ヒラメ・ソイ・プリ・アイナメが約獲される。

I二記5漁場附近には潮目ができやすく，餌料生物が多いため，秋から翌年の容にかけて，

大型および中型のイカナゴが多数棲息し，約獲魚種の餌料となっている。

(2) 漁期および主要魚種

各月の主要魚種はつぎのとおりである。

1}j ヒラメ・プリ

2 ヒラメ

5 アプラツノザメ・ヒラメ・マス

4 アプラツノヂメ・ヒラメ・マス・イシナギ

5 アプラフノザメ・ヒラメ・アイナメ

6 マグロ・プリ・ヒラメ
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7 マグロ・プリ

8 マグロ・プリ

9 マグロ

10 マグロ・プリ

1 1 マグロ・プリ・ヒラメ

12 プリ・ヒラメ

年を通じて 11'"" 5月が漁獲金額が多<.特に 2，...， 4庁が多い。 6，"" 1 0月は漁獲金額が少

なし特に 6月および?月が少ない。

(3) 三厩漁協における過去5ヶ年度の多獲魚

沼町36年 4J3から 39年 5月までの 5ヶ年間に三厩漁協へ水揚げされた多獲魚5種の漁獲

金額およびこれら 5穂合計金額の総販売高に対する割合はつぎのとおりである。

三JI/Iに制ナる過去 5ヶ年度の多獲魚 5種

}I頁 イ立 昭36.4"'"泊 37. 3 昭 37.4'""昭 38.3 昭 38.4"'"昭 39. 3 

種 類 金 害E 種 類 金 客員 種 類 金 額

1 位 ヒラメ 1 0，65 2.5[1lJ ヒラメ 1 6，07 3.4千円 ヒラメ 2 1. 0 3 9.ιf円

2 位 ブ リ 10，496.1 マグロ 1 4‘o 21.6 アプラヂメ 18，021.0 

5 イ立 マグロ 9，7 0 7，2 アブラ子j ゴンフ 1 3，642.9 

4 位 スルメ 5，4 1 8，4 コンプ 10，887.7 マグロ 1 0，23 4.6 

5 位 ヤリイカ 5，333.0 ウ 一 5，口 46.6 ウ ーー 8‘482.6 

計 41，607.2 58.789.3 71，420.7 

総販売高 66，6 02.9 82.936，9 日.11 8，0 1 0 8，1 10.9 

一総1位販.....，売5位高 62.5% 71.口% 6ι.0% 

以上のととから，三Jtitにおいてはヒラメが最も漁得金額が大きししかも毎年安定している魚

種であることが分る。ヒラメの総水揚高に占める割合は 20 %近い。プリおよびアプラザメは年

により変動あるが，この地区における重要魚種であるととが示されている。マグロはヒラメより

劣るがヒラメ同様比較的安定したとの地区における重要魚種である。マグロ漁場は機部沖漁場の

i丘くである。竣魚、の代表であるソイおよびアイナメペ，三Jdtにおいてはその他の気類として他の

多種類の魚と一緒に統計上で扱われ，これらのその他魚類は総水揚高の1.6%にしか達しない。

(4) 漁船
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三J~雪村および今別町管内の各漁協の動力漁船はすべて 5 トン未渇で，その隻数はつぎのとお

りである。

各漁協別動力漁船数



(5) 漁船漁業の操業状況 特に三jfjfにおける延縄漁業と一本釣漁業

三1ftにおける漁船漁業は周年釣漁業に依存している。そして活鰐利用の延縄が一本鈎より成

績が良い杭船入聞の都合で延縄のやれる地区が限定され，総隻数の 20 %台より操業できな

し、また延縄は 1隻で広大な漁場を必要とし，現在 30隻位で漁場は満杯の状態であり，延縄

漁船同志および延縄漁船対一本的漁船とが互いに漁場利用について紛争を起としている。従来

の並型魚線設置に際しては，多数を占める一本釣漁業者は底曳船の密漁を防止し，延縄漁船の

操業を制限する目的で，既存の好漁場であるこ口沖漁場および大泊沖漁場への魚礁設置を主張

し，利害相反する延縄漁業者は常にこれに反対して来た。しかし事業は数年閣に亘り実施され，

大泊沖へ数 10 0偶二口沖へ 20数個設置されたということである。

注

三厩漁協においては，川梨泊から増川までの?部落にそれぞれ数隻-2日数隻が分散してい

る。そしてこれら船揚場のなかで，比較的風波が弱く活餌蓄養施設のあるところは六条間・中

浜・増川の 5ケ所で，活餌利用の延縄漁業のやれるのはこれら 5部落根拠の 30隻内外の漁船

である。

2 気象条件

竜飛崎灯台における最大風速 15rn/8以上の暴風日数の出現は年の半分で，非常に多<，特

に 11-2月では 1ヶ月間に20-25臼に達する。これは同灯台が海抜 10 0瓜以上の高所に

あることにもよるが，冬期間の西風が強いところである。

1 5 1且/8以上の風向頻度図 (1953-1954)はつぎのとおりである。

寸万場 旨菊

3. 海象条件

(1) 海，潮流

この海域の沖側すなわち竜飛崎から大間岬までを結ぶ線の沖側では，津軽暖流が東流する杭

二口漁場・大泊沖漁場・係部沖漁場とも季節・気象条件・潮汐流による津軽暖流の消長により，

漁場内の潮流も複雑に変化する。一般に二口漁場および浜婦沖漁場においてはSE，大泊沖漁

場においては8Wの潮流が卓越する。冬季閣は一般に潮流が弱く，夏季間は強い。各漁場とも

一日のうちに流向または流速がかなり変化する。漁場内において 8-6ノットの潮流が観測さ

れることは珍らしくない。

(2)海況

4月9- 1 0日小型船により三j威湾の水温および塩素量を謝べたが， 5 0瓜層についてみる

と，三ilti湾の大部分のところは 10'0台 18.8 0 ~ん台であった。しかし，二口漁場および大泊

沖漁場はそれぞれ， 9. 6 '0 1 8. 8 2 ~ん-14.5 "0 18.64 %.， 9.8"0 18.81%---13. 2"018.62%。と

ともに水温・塩素量の変化が大きかった。とれは，両漁場に潮目が存在し，7)<塊の垂直移動に

起闘するものである。
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4 底質調査

6耳9- 1 0日小型船により第 1図に示す調査点 14点の底質(堆積物)を漏斗型採泥器によ

り採取して調べた。採取した堆積物は持ちl履り，粒度組成・貝殻等含有率等をしらぺた。分析債

は第 1表のとおりである。

各調査点の堆積物を概観すると，各調賓 とも降性堆積物および員殺・蒋茂動物死穀等により

おhわれている。粒度組戒を調べてみぞ ，大部分 v 調査点はその主体がI判砂である。しかし，

湾奥部は細砂が主体であり，流れの速 必釜崎i叩は粒妙が非常に多くなっている。中世襲以上の磯

の混じっているところは長JIIN 4湿 之)IIN7.6 t呈・鋳釜沖 O.6浬および1.8湿のととろで，長
)IIN 4浬のところを除き，いす.れヰ」ラメ等の好漁場である。一般に粗砂のところおよび輔質の

1_ う杭ヒラメの好漁場のようヴある。貝殻の含有率は日11表に示すとおりであるが，ヒラメ好

凋場は i0"'2日各の貝殻含有率を示しており，他地直と大分異なることが注目される。

底層流の強弱を示す粒径中央値および底層流の流れの斉ーさを示す分別係数は第 1表および築 2

図に示すとおりである。

一般に三JIlf湾内部および 9日-1口Om以深で流速が弱く，山甲の突均附近である鋳釜沖で流速が

強い。た Yし，鋳釜j中においても守口lJl以t架および三厩清寄りになれば流速が急に弱まっている

ことが分る。

J底J冨流の流れの変化具合を示す分別係数は二日i漁場および大治沖魚場とも大きくなっていること

が注目される。長I1いi4湿および湾奥部の浅所におv‘ても分別係数l立大き<，底脅流の不斉ーさ
が示きれている。

lV考察

以tの荷査結果から，ききに;魚政課において予定していた三減法汀合から 48 4 1速水深 9 0 

E のととろの大型魚樵設費場所としての適否を険討してみそと， 予主主金(ぇ場資点 1 2:付近)は， 大

治沖ヒラメ漁場の北側に借景しており，今まで席、場こして.TiJ弔されたことがない場所である。

今回の堆漬物調資格呆からみれば，やはり漁場内のそれとは六分異なつだ温戎公示して λること

が分った。主々 桐違点:主主棄の含有率特に中備の含有率の少ないこと>.;'右足の今イT~容が漁場内のそ

れに較べて目立って多く，したがって底層流が漁場内より大分弱いことである。

性痩組f茨等の連続的な分布状況をみるためには， 認を去の数が少なくて詳しいことまでは不明で

あるが，得られた鰭果から判断すると，鋳釜沖は 90 fι辺を境として以浅と以深，三i沈湾寄りと高

野埼寄りとで堆積物の粒度組吸が急変し，したがってま層流その他の議境も変化に富んでいるよう

である。すなわち， 9 0且j孔浅および高野埼寄りで粒受荒ししたがって，底J長官が強く，守口泊

以深および三j或湾、寄りで粒度細〈. したがって底層流が弱くなっている。司側はと/'・スズキ・

プリ・マス・アイナメ・ソイ等の議場であり，沖へfT<こ従つ℃浸境が変化し，前詑魚種は棲息せ

ず，深みの細砂のととろにはホシザメ・カスベが屡息して ν、るr 子乏地はちょうどヒラメ等の漁場

から外れており，漁業者の話では旬、のいないととろだというととであろ。

大型魚線没者事業は新治場の造fJ1(;または既存漁場の生産力増大合~< J.てめのものであり，また漁

場は天然漁場であれ，人工漁場であれ，当然広がりをもつものであるので，袋境の変化に富む上記

予定地附近に広く魚礁を設置するならば9 間寄りのとラメ等の漁場に返し‘くころ，仲寄りのいまま

で簡のいないといわれていたところ， 回寄りのdtれの弱しところ， s東更寄りの1〆予

ぞれに魚イ犠縫カが1またがること』なり， それぞれ特異な袋持に、工的な変fじを与えることにより， それ

禍応の効英を期待されそうに思われる。
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たYし，人工魚礁の効果については，天然の漁場形成作用を全く度外視して効果を発揮できるも

のとは考えられないので，今まで全然漁時として利用きれなかった上記予定地を中心として魚礁を

設置することには多少の不安もある。

したがって， より確実に効果を挙げることを期待するならば， もうすこし既存漁場に近い大泊沖

漁場の沖の縁辺に当る7.10架80皿附近を中心として魚礁を設置することが望ましい。

なお，上記場所は気象条件，根拠地からの距離等利用面から考えても不適ではない。
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第 1 図 三厩沖主要漁場およびL記長調査点

縮尺 1 1 ~ 1)、 o0 0 
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筑 1 表 !麗 J中堆償

出粒径中央値は粒J支'7A侵曲線の 5己話のところの1>の値 炭層"-つJ1 を表現する。
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分別係数は堆漬物の粒子の大きさのそろいぐあいを示し， :: rti:;t'，<可てよsi員泊線の 75 qるのとこ
ろのfの値と 2 5 循のところのヂの値との差を 2 で割っこ ~itI w乙 jま/官t完U 代動の斧ーさを表現す

る0

f =_.f" g2 Y y : l-lt子の大きさ(慨)
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第 2 図 三ほ沖堆積物の

半立 度 率五 日立 と

校度累積曲線
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